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～これまでの事故と対策・対応～

転倒 大変！

また報告書

繰り返し

過剰な過剰な過剰な過剰な

見守り？見守り？見守り？見守り？

実践の目的・ねらい



実践方法・取り組みについて

事故の

明確化

意識の

変革

支援の

展開

分析

集計

事故の傾向事故の傾向事故の傾向事故の傾向

事故・ヒヤリ事故・ヒヤリ事故・ヒヤリ事故・ヒヤリ

の線引きの線引きの線引きの線引き

対応の対応の対応の対応の

変化変化変化変化

家族は家族は家族は家族は

理解者理解者理解者理解者



障害者特有の事故がそこにはあった
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障害者特有の事故がそこにはあった

コールマット

身体拘束の紐・ベルト

４点柵

ミトン・つなぎ服居室隔離

～当施設の身体拘束の捉え方～



・変わりなく過せる

・内出血、外傷無し

・痛みが出た

・処置を受けた

事故・ヒヤリの線引き

事故報告書ヒヤリハット



『事故』と『ヒヤリ』がひっくり返った！！
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• 1週間続けて

日中・夜間

評価

• ケアプランに

反映しサービ

スの標準化

• 報告書を見え

る化し、確実

な周知と実行

• 当日中に

検討会議を

開催
ＰＰＰＰ

（計画・（計画・（計画・（計画・

提案）提案）提案）提案）

ＤＤＤＤ

（実行）（実行）（実行）（実行）

ＣＣＣＣ

（評価）（評価）（評価）（評価）

ＡＡＡＡ

（改善）（改善）（改善）（改善）

事故報告・ヒヤリハットへの対応



事例検討による対応の変化



新たな対策案

・危険回避の為、過剰な保護へ

・出来そうなことまで職員が介助をする

・「環境整備」、「福祉用具の提案」

・できることを一緒に考える

・利用者が自分でできることを

チャレンジする

・安心できる

・自分でできる



家族とのパートナーシップ

家族施設

家族がケアに対し理解できることで協力を得られる。

日常、ケア、リスクなどの情報を伝える。

相互の

協力関係



結果

単純に事故と考えない

生活にはリスクがある

情報の共有



最後に・・・

つながり 安心

連携

利用者

家族 職員


